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複合型施設建設計画のご紹介

特 集

複合型施設イメージ図

　
現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
昭
和
４７
年
に
建
設

さ
れ
た
公
民
館
を
転
用
し
た
施
設
の
た
め
、

利
便
性
に
乏
し
く
、
近
年
で
は
老
朽
化
の
進

行
や
耐
震
性
の
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
や
伊
勢

湾
台
風
を
超
す
大
型
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
い
可

能
性
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た

り
に
し
て
建
設
計
画
が
急
務
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画
の
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
子
育
て

支
援
及
び
若
者
の
定
住
化
推
進
を
望
む
声
が

多
く
、
防
災
対
策
は
無
論
の
こ
と
教
育
文
化

の
意
識
を
高
め
る
図
書
館
や
交
流
の
場
と
な

る
公
共
施
設
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
２３
年
に
新
た
に
複

合
型
施
設
の
建
設
計
画
に
着
手
し
、
町
議
会

及
び
学
識
経
験
者
、
公
募
に
よ
る
住
民
の
代

表
の
方
々
に
「
複
合
型
施
設
建
設
委
員
会
」

へ
参
加
を
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
よ
う
と
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
計
画
は
、
役
場
の
防
災
拠
点
と
庁
舎
機
能

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
日
常
生
活
に
潤
い

を
与
え
る
図
書
館
、
町
民
ホ
ー
ル
を
整
備
し
、

既
存
の
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
福
祉
教
育
セ
ン

タ
ー
を
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
と
機
能
性
を
高
め
住
民
生
活
の
安
全

性
を
確
立
す
る
施
設
、
そ
し
て
、
誰
も
が
憩

い
集
う
〝
ま
ち
〞
の
中
核
施
設
を
建
設
す
る

も
の
で
す
。

① 

行  

政  

棟

　
（
行
政
機
能
）

　
　
１
階
は
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー（
空
間
）と
し
２

　
階
３
階
は
、
お
客
様
の
視
線
と
動
線
に
配

　
慮
し
業
務
窓
口
を
連
続
し
て
フ
ロ
ア
ー
全

　
体
が
見
渡
せ
る
配
置
と
し
ま
す
。
高
齢
者

　
や
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
誰
で
も
安
心
し

　
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
し
ま

　
す
。

　
（
防
災
機
能
）

　
　
４
階
は
防
災
拠
点
と
し
て
避
難
所
、
防

　
災
備
蓄
倉
庫
、Ｊ
│
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
防
災
行
政

　
無
線
シ
ス
テ
ム
、
排
水
機
場
集
中
管
理
シ

　
ス
テ
ム
な
ど
を
備
え
、
緊
急
時
に
は
、
災

　
害
対
策
本
部
を
瞬
時
に
設
置
し
、
社
会
的

　
活
動
の
機
能
維
持
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
地
震
や
津
波
、高
潮
の
避
難
に
は
、行
政

　
棟
、教
育
文
化
棟
、町
民
ホ
ー
ル
な
ど
で
約

　
１
，
２
０
０
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
、

　
外
階
段
を
利
用
し
て
安
全
に
よ
り
多
く
の

　
方
が
避
難
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
特
に
、
教
育
文
化
棟
２
階
の
町
民
ホ
ー

　
ル
は
、
被
災
時
に
二
次
避
難
の
で
き
る
施

　
設
と
な
り
ま
す
。

２
．施
設
の
役
割

１
．事
業
の
目
的

～町を「まもり」人を「つなぐ」～

新たな木曽岬町の中核施設
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【既設改修】
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行政棟

教育文化棟

助命壇

配置計画概要図

② 

木
曽
岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
談
話
コ
ー
ナ
ー
を

　
設
け
て
情
報
発
信
と
交
流
、〝
ま
ち
づ
く

　
り
の
拠
点
〞
と
な
る
町
民
の
協
働
ス
ペ
ー

　
ス
と
位
置
づ
け
、
木
曽
岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
を
中
心
に
行
政
棟
、
教
育
文
化
棟
、
福
祉

　
棟
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
で
き
る
施
設
と
な
り

　
ま
す
。

　
　
ま
た
、
お
客
様
が
迷
う
こ
と
な
く
施
設

　
利
用
が
で
き
る
総
合
窓
口
な
ど
、
迅
速
で

　
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

③ 

教
育
文
化
棟

　
　
１
階
の
図
書
館
は
、
蔵
書
冊
数
約
３
万

　
冊
を
目
標
と
し
て
、
様
々
な
分
野
の
書
籍

　
を
充
実
し
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
生
涯
学

　
習
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
２
階
の
町
民
ホ
ー
ル
は
、「
観
る
」「
聴

　
く
」「
演
じ
る
」「
創
作
す
る
」
こ
と
で
、

　
豊
か
な
心
を
育
み
人
と
人
と
の
交
流
を
通

　
じ
て
、
町
独
自
の
文
化
・
風
土
を
内
外
に

　
発
信
す
る
場
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　
　
災
害
時
に
は
、
教
育
文
化
棟
で
約
６
０

　
０
人
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
、

　
町
民
ホ
ー
ル
は
、
可
動
式
の
椅
子
を
収
納

　
し
二
次
避
難
所
の
機
能
を
備
え
ま
す
。

④ 

福  

祉  

棟

　
　
既
設
の
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、

　
軽
運
動
が
で
き
る
小
集
会
室
、
子
育
て
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
を
支
援
す
る
「
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
て
サ
ロ
ン
」
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
め
、
町
民
が
自
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
利
用
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
町
民
会
議
室
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
を
整
理
し
、
子
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
世
代
か
ら
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
幅
広
い
利
用
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
要
望
に
お
応
え
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
施
設
を
計
画
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
も
に
、
バ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
化
を
図
り
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
な
子
ど
も
や
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
自
由
な
方
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
し
て
利
用
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
施
設
と
し
ま
す
。

　
平
成
２３
年
に
、
既
存
庁
舎
の
構
造
・
機
能

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
複
合
型
施
設
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
と
基
本
方
針
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
既
存
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
の
改
修
と
新
設

４
階
層
施
設
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
平
成
２４
年
に
は
、
複
合
型
施
設
の
基
本
理

念
と
基
本
方
針
を
設
定
し
、
位
置
の
検
討
及

び
既
存
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
２
，
０
０
０
㎡

の
改
修
と
新
築
４
，
３
０
０
㎡
の
建
築
規
模

と
概
算
事
業
費
の
検
討
を
行
い
、
既
存
施
設

の
改
修
と
新
築
４
階
層
の
建
築
イ
メ
ー
ジ
を

設
定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
住

民
の
皆
さ
ん
に
意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
に
は
、
複
合
型
施
設
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
結
び
つ
け
る
木
曽
岬
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
配
置
計
画
、
機

能
の
連
携
と
災
害
時
に
機
能
す
る
平
面
計
画
、

町
の
風
景
を
繋
ぎ
町
民
の
安
心
感
を
高
め
る

外
装
計
画
並
び
に
内
装
計
画
、
防
災
計
画
、

環
境
計
画
を
策
定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
か
ら
現
在
に
至
っ
て
は
、
工
事

を
発
注
す
る
実
施
設
計
書
の
作
成
を
進
め
て

い
ま
す
。
近
年
の
建
設
資
材
の
高
騰
す
る
な

か
、
材
料
の
見
直
し
や
安
価
な
工
法
の
採
用

等
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
設
計
書
の
審
査
、

建
築
の
許
可
を
受
け
て
発
注
の
予
定
で
す
。

　
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
行
政
棟
、
木
曽

岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
教
育
文
化
棟
を
新
築
し
、

福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
ま
す
。
延
床

面
積
は
、
約
６
，３
０
０
㎡
（
新
設
約
４
，

３
０
０
㎡
、
既
設
約
２
，０
０
０
㎡
）で
す
。

　
階
数
は
地
上
４
階
で
、
２
階
の
床
高
を
海

抜
5.3
ｍ
と
し
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
浸
水
想

定
高
よ
り
も
高
く
計
画
し
ま
す
。
建
物
構
造

は
、
行
政
棟
が
柱
頭
免
震
構
造
で
木
曽
岬
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
教
育
文
化
棟
は
、
耐
震
構

造
と
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
工
期
は
、
発
注
か
ら
２５
か
月
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
概
算
の
建
設
費
は
、
昨
今
の
建
設
費
高
騰

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
約
２８
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
財
源
は
、
公
共
施
設

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
積
立
て
た
基
金
や

地
方
債
の
借
り
入
れ
で
確
保
し
ま
す
。
地
方

債
の
借
り
入
れ
に
は
、
国
の
減
災
防
災
事
業

の
採
択
を
受
け
て
交
付
税
に
よ
る
財
政
支
援

を
受
け
る
予
定
で
す
。

　
以
上
、
平
成
２７
年
度
に
着
工
予
定
の
複
合

型
施
設
建
設
計
画
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
配
置
図
や
計
画
平
面
図

な
ど
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
担
当
課　
木
曽
岬
町
役
場
総
務
政
策
課

　
　
　
　
　
☎
６
８
│
６
１
０
０（
直
通
）

　

E-m
ail soum

u@
tow
n.kisosaki.m

ie.jp

３
．計
画
づ
く
り
の
経
緯

４
．建
築
計
画
の
概
要
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た
。
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
一

年
間
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
１
月
１８
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り
「
ふ

る
さ
と
創
生
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
第
１

回
の
区
長
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２７
年
区

長
会
長
、
副
会
長
お
よ
び
各
支
部
の
役
員

が
、
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
今
後
の
行
事
報
告
や
各
協
議

事
項
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

きそさき
INFOMATION

区
長
会
の
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

平
成
２７
年

　選挙時に配布しておりました入場券
については、世帯に配布（封筒に世帯
員分と案内チラシを同封）しておりま
したが、この度、電算システムの改修
により、1人1枚のハガキに変更しま
すのでご案内します。
　運用につきましては、平成27年4
月12日執行予定の三重県知事・県議
会議員選挙より発送する予定です。

選挙用入場券が変わります！

※今回から、入場券の裏面に期日前（不在
　者）投票宣誓書（請求書）が印字されて
　います。
※期日前（不在者）投票を利用される場合
　には、自宅等で記入していただければ、
　期日前投票所において、宣誓書記入の
　手間が省けます。

ハガキ（表） ハガキ（裏）

●
会　

長（
３
Ｂ
支
部
役
員
） 

森　
　

義
則

●
副
会
長（
１
支
部
役
員
） 

諸
戸　
　

誠

●
２
支
部
役
員 

伊
藤　

忠
司

●
３
Ａ
支
部
役
員 

古
村　

優
和

●
４
支
部
役
員 

藤
後　

好
幸

●
５
支
部
役
員 

若
松　
　

均

●
平
成
２７
年
区
長
紹
介

新
加
路
戸

上
加
路
戸

中
加
路
戸

大

新

田

脇

付

（
第
２
脇
付
）

雁

ヶ

地

（
田
代
住
宅
）

富

田

子

か
お
る
ヶ
丘

外

平

喜

近

江

島

西
対
海
地

田

代

脇

付

雁

ヶ

地

福

崎

豊

崎

上

見

入

東

見

入

下

見

入

上

和

泉

下

和

泉

諸
戸
　

誠

明
空
紀
内

花
井
良
己

白
木
幹
伸

伊
藤
孝
雄

黒
宮
　

誠

浅
野
勝
利

若
松
　

均

太
田
雅
之

白
木
　

悟

加
藤
和
巳

長
谷
川
丈
人

伊
藤
勝
也

佐
藤
　

進

槇
田
法
行

古
村
優
和

伊
藤
　

武

川

先

中

和

泉

小

和

泉

小

林

西
白
鷺
川

白

鷺

源

緑

下

藤

里

上

藤

里

松

永

栄南

栄

近
藤
清
一

三
輪
文
明

服
部
貞
光

伊
藤
忠
司

中
野
　

豊

大
橋
眞
佐
美

花
井
逸
郎

竹
内
良
美

藤
後
好
幸

服
部
滝
雄

岡
部
久
榮

家
田
　

博

新
富
田
子

藤

里

台

辰

高

中

栄

東
富
田
子

な
ぎ
さ
台

第

２

栄

（
敬
称
略
）

森
　

義
則

岡
村
厚
祐

出
口
　

浩

室
　

武
憲

冨
原
守
一

柳
澤
　

力

篠
原
英
人



5 広報きそさき　2015.3.1

INFOMATION
きそさき

●
資
源
ご
み
常
時
回
収
場
所

　
左
記
の
２
施
設
で
も
資
源
ご
み
回
収
を

　
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

　
い
。

●
問
合
せ
先

　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
資
源
ご
み
を
回
収
す
る
団
体
に
対
し
、

回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金
を
交
付
し
て
い

　
皆
さ
ん
に
は
資
源
ご
み
回
収
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
可
燃
ご
み
の

中
に
は
多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
布
類

や
雑
紙
が
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

先
月
号
の「
布
類
の
出
し
方
」に
引
き
続
き
、

今
月
号
で
は
「
雑
誌
・
雑
紙
の
出
し
方
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
雑
紙
と
は

　
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

　
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
以
外
で
リ
サ
イ
ク
ル

　
可
能
な
紙
類
の
こ
と
で
す
。町
で
は「
雑

　
誌
・
雑
紙
」
と
し
て
資
源
ご
み
回
収
し

　
て
い
ま
す
。

●
出
し
方

　
「
雑
誌
・
雑
紙
」
の
フ
レ
コ
ン
に
ひ
も

　
な
ど
を
外
し
て
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
区
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
会
の
廃
品
回

　
収
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
平
成
２５
年
度
は
６
団
体
で
１１４
ｔ
の

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み

の
減
量
化
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２７
年
度
に
つ
い

て
も
左
記
の
要
領
で
実
施
団
体
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
団
体
の
代
表
者

の
方
は
、
住
民
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左

記
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
登
録
申
請

書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　
３
月
３１
日（
火
）

●
提
出
先　
住
民
課

●
登
録
資
格

　
次
の
各
条
件
を
満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。

① 

町
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、

　
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

② 

平
成
２７
年
度
上
半
期
・
下
半
期
に
お

　
い
て
各
２
回
以
上
の
回
収
活
動
を
す
る

　
団
体

●
対
象
品
目

　
紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
飲

　
料
用
紙
パ
ッ
ク
）、
缶
類
（
ア
ル
ミ
缶
、

　
ス
チ
ー
ル
缶
）、ビ
ン
類（
透
明
・
茶
色
・

　
そ
の
他
の
色
）、
布
類
、
金
属
類
（
フ

　
ラ
イ
パ
ン
、
鍋
等
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

　
ト
レ
イ

●
補
助
金
額　
４
円
／
㎏

●
問
合
せ
先

　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

資
源
ご
み
回
収
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

雑
紙
は
資
源
ご
み
へ

出
し
ま
し
ょ
う
！

出せるもの

出せないもの

●封筒、はがき（圧着はがきは除く）

●ティッシュの箱 ●お菓子や食品類の箱

●紙袋

●ダイレクトメール類

●ノート類

●カレンダー

●圧着はがき

●シュレッダー処理した紙

●ビニールコーティングされた紙
●トイレットペーパーの芯

●学校などのプリント類

●ワイシャツの台紙
●紙製のファイル

●包装紙

●写真、
　写真プリント用紙

●食べ物・油などで
　汚れた紙

●感熱紙
　（レシート、FAX用紙）

●カーボン紙、感圧複写紙
　（宅配便の複写伝票など）

●紙以外のもの
　が貼りあわせ
　てあるもの

●テープなどの粘着物
　のついたもの

●パンフレット
　カタログ●手さげ袋

　（ビニールコーティング
　されたものは除く）

●防水加工された紙
　（紙コップ、上皿、紙製の
　ヨーグルトの容器など）

窓のセロファンは可燃ごみへ

プラスチックは可燃ごみへ

ビニール部分は可燃ごみへ

※ホッチキスの針は
　取除き不燃ごみへ

取っ手が紙以外の
ものは取り除き
可燃ごみへ

食品などの汚れが
付着したものは
可燃ごみへ

留め具は
不燃ごみへ

可燃ごみへ出してください

回収場所

役場倉庫

月曜～金曜：午前9時～午後5時
　※平日の祝日を除く
土曜・日曜：午前8時～正午
　※毎月第4日曜および年末年始
　　を除く
　※年末年始以外は、土日が祝日
　　の場合も実施します

平日の午前8時30分
～午後5時までは住民
課にお越しください。
それ以外の時間帯は宿
日直で対応しますので、
役場入口のインターホ
ンを押してください。

係員の指示に従い、品
目別にフレコンに投入
してください。

常時（土日・祝日を含む）

輪心乃里
駐車場

回収日時 利用方法
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去
る
１
月
２５
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
人
権

作
文
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰
と
、

落
語
家
の
〝
桂　
蝶
六
〞
さ
ん
を
講
師
に

招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

町
内
外
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
発
表
で
は
木
曽

岬
中
学
校
２
年
の

渡
邉　
龍
さ
ん
と

森　
優
希
さ
ん
に

作
品
の
朗
読
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後

加
藤
町
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
〝
桂　
蝶
六
〞

さ
ん
の
講
演
会
で
は
「
ま
ず
は
気
づ
く
事

が…

　
笑
い
が
つ
な
ぐ
人
権
の
輪
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
と
落
語
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、「
笑
い
の
種
類
」
や
「
息

の
合
わ
せ
方
」
な
ど
、
人
と
人
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
笑

い
は
前
向
き
な
形
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

キ
ー
ワ
ー
ド
」「
楽
し
く
き
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
笑
い
を
わ
す
れ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
業
へ
の
理
解
と
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
も
あ
る
農
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
場
と

し
て
、
木
曽
岬
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に

農
業
教
育
実
習
が
昨
年
１１
月
７
日（
金
）か

ら
１
月
３０
日（
金
）に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
教
育
実
習
は
、
木
曽
岬
中
学
校
の

授
業
の
一
環
と
し
て
年
８
回
実
施
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
み
え
き
た
木
曽
岬
青
壮
年
部
の
皆
さ

ん
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
特
産

物
で
あ
る
ト
マ
ト
や
観
葉
植
物
等
の
圃
場

へ
出
向
き
、
実
際
に
農
作
業
を
体
験
し
た

ほ
か
、
農
業
の
歴
史
や
農
業
が
抱
え
る
問

題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の

農
業
教
育
実

習
の
講
師
を

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
講

師
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
昨
年
１１
月
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
町
指
定
の
ご

み
袋
の
値
段
が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
。
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン
や
寸
法
等

は
、
将
来
的
に
は
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組

合
の
構
成
市
町
で
統
一
化
を
図
る
予
定
で

す
が
、
今
回
は
現
在
の
仕
様
の
ま
ま
値
段

の
み
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

粗
大
ご
み
シ
ー
ル
に
つ
い
て
は
値
段
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
販
売
店
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
値
段
の
変

更
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
時
期　
４
月
１
日
〜

●
問
合
せ
先

　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
去
る
１
月
２１
日（
水
）に
福
祉
・
教
育
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場
に
お
い
て
、
木
曽
岬
町

内
で
は
２
団
体
目
と
な
る
自
主
防
犯
活
動

団
体
「
き
そ
さ
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

の
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
き
そ
さ
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
は

木
曽
岬
町
の
自
主
防
犯
活
動
団
体
で
平
成

２６
年
１０
月
か
ら
会
員
１３
名
で
防
犯
活
動
を

始
め
、
さ
ら
な
る
防
犯
活
動
強
化
の
一
環

と
し
て
、
会
員
の
方
が
警
察
の
講
習
を
受

講
し
、
乗
用
車
に
装
着
す
る
青
色
回
転
灯

が
、
三
重
県
警
察
本
部
よ
り
認
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
伊
藤
桑
名
警
察
署
長
や
加
藤
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
「
き
そ
さ
き
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
上
田
会
長
が
「
町
行
政

や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
実
施
し
犯
罪
抑
止
に
努
め
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
宣
言
し
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
明
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
き
そ
さ
き
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隊
」
に
寄
贈
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
青
色
回
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
を
は
じ
め
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
車
両
等
と
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
回
転
灯
パ
ト

町
指
定
ご
み
袋
の
値
段

が
変
更
に
な
り
ま
す

「
き
そ
さ
き
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」出
発
！

〝
桂
蝶
六
さ
ん
人
権
講
演
会
〞

盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た

可燃ごみ（大） 10枚 350円 200円

可燃ごみ（中） 12枚 350円 200円

可燃ごみ（小） 15枚 350円 200円

不燃ごみ 10枚 350円 200円

容器包装プラごみ 10枚 350円 200円

種類 入数 改定前
金 額

改定後
金 額

（税込）
木曽岬町

可 燃 物 用
指定袋中

農
業
教
育
実
習
が
終
了
！

作文を発表する
渡邉 龍さん

講演いただいた
桂 蝶六さん

トマトの箱詰め作業を体験する生徒

作文を発表する
森 優希さん
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ロ
ー
ル
車
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出

発
し
ま
し
た
。

　
「
き
そ
さ
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に

よ
る
防
犯
活
動
に
よ
り
、
今
後
益
々
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

親子ふれあいクッキングのお知らせ親子ふれあいクッキングのお知らせ親子ふれあいクッキングのお知らせ
●日　　時／３月30日（月）　午前9時30分～午後1時頃
●場　　所／保健センター調理室
●対　　象／小学生と保護者
●定　　員／先着親子10組20名（当日は託児あり）
　　　　　　託児は生後10ヶ月以上　先着7人まで
　　　　　　オムツ、ミルク持参の事
　　　　　　託児時間  午前9時30分～11時30分(乳幼児は食事無し)
●参  加  費／大人300円・子ども200円
●持  ち  物／エプロン、三角巾、布巾、米0.5合（1人）、子どものスリッパ
●申込方法／３月23日（月）までに役場  福祉健康課（68-6104）管理栄養士までお電話
　　　　　　もしくは窓口までお申し込みください。（定員になり次第締め切ります。）

　
（
薬
剤
は
２０
歳
以
上
２８
歳
未
満
の
者
）

　

※

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
、

　
　
正
規
の
薬
学
課
程（
６
年
生
の
課
程
に

　
　
限
る
。）を
修
め
て
卒
業
し
た
者（
２８
年

　
　
３
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
。）お
よ
び

　
　
薬
剤
師
国
家
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置

　
　
に
よ
り
、
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資

　
　
格
が
者
の
う
ち
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

　
　
く
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
薬
学
の
課

　
　
程
を
２
年
以
上
修
め
薬
学
修
士
の
学
位

　
　
を
受
け
た
者
に
限
る
。
そ
れ
以
外
は
２６

　
　
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

●
試
験
期
日

　
１
次
試
験　
５
月
１６
日

　
２
次
試
験　
６
月
１６
〜
１９
日

●
試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地

【
採
用
種
目
】
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

●
資
　
　
格

　
一　
　
般　
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者

　
技　
　
能　
１８
歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有

　
　
　
　
　
　
す
る
者

　
　
　
　
　
　
（
資
格
に
よ
り
５３
歳
以
上
〜

　
　
　
　
　
　
５５
歳
未
満
の
者
）

●
受
付
期
間

　
①　
１
月
８
日
〜
３
月
２４
日

　
②　
７
月
１
日
〜
９
月
１８
日

　

※

第
１
回
で
採
用
予
定
数
を
採
用
し
た
場

　
　
合
、
第
２
回
目
は
実
施
し
な
い
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

●
試
験
期
日

　
①　
４
月
１０
日
〜
１４
日

　
②　
１０
月
２
日
〜
５
日

　

※
い
ず
れ
か
１
日
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部　
四
日
市
地

　
域
事
務
所

　

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１
│
１４
│
１１

　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
ＦＡＸ
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
７
９

　
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
方
に
対
し
、
国
か
ら
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
説
明
・
個
別
相
談

会
と
専
門
医
に
よ
る
医
療
講
演
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
３
月
８
日（
日
）

　
①
医
療
講
演

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

　
　
　
講
師　
三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
　
　
　
消
化
器
・
肝
臓
内
科

　
　
　
　
　
　
副
科
長　
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
木
克
哉　
先
生

　
②
個
別
相
談
会

　
　
　
午
後
２
時
４５
分
〜
４
時
１５
分

　
　
　
（
最
終
受
付　
午
後
３
時
３０
分
）

●
場
　
　
所

　
三
重
県
教
育
文
化
会
館　
本
館
５
階
大
会

　
議
室
（
津
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

●
対
　
　
象

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
、
そ

　
の
家
族
ま
た
は
遺
族

●
定
　
　
員　
１５０
名

●
問
合
せ
先

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
名
古
屋
（
愛
知
・
岐

　
阜
・
三
重
）
弁
護
団

　
事
務
局　
あ
ゆ
み
法
律
事
務
所
内

　
☎
０
５
２
│
９
６
１
│
０
７
８
８

平
成
２７
年
度
幹
部
候
補
生
（
一
般

お
よ
び
歯
科
・
薬
剤
科
）
お
よ
び

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
お
よ
び
技

能
）
募
集
に
つ
い
て

Ｂ
型
肝
炎　

医
療
講
演
と
給

付
金
の
説
明
・
個
別
相
談
会

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

（
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）
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●
日
　
　
程

　
３
月
１４
日（
土
）

●
場
　
　
所

　
四
日
市
市
文
化
会
館　
第
１
ホ
ー
ル

　
（
近
鉄
四
日
市
駅
西
口
よ
り
徒
歩
１０
分
）

●
当
日
の
予
定

　
午
後
０
時
５５
分

　
　
開
場
・
受
付

　
午
後
１
時
３０
分

　
　
三
重
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

　
　
ス
ト
ラ
演
奏

　
午
後
２
時

　
　
教
育
講
演
会

　
　
　
「
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
の
金
メ

　
　
　
ダ
ル
」　

　
　
　
講　
師　
清
水　
宏
保
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

●
問
合
せ
・
申
込
み

　
四
日
市
市
塩
浜
本
町
２
│
３４

　
専
門
学
校
ユ
マ
ニ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ　

　
☎
０
５
９
│
３
４
９
│
６
０
３
３

ユ
マ
ニ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

　
　

第
８
回　

教
育
講
演
会

育委員会だより教
　1月25日（日）役場福祉センター集会室において、体
育協会常任理事やきそさきAZクラブ・スポーツ少年団
の保護者をはじめ、町内のスポーツ団体関係者など参加
のもと、桑名市消防本部長島木曽岬分署の方をお招きし、
「普通救命講習会（AED操作含む）」を開催しました。
　受講者の中には普通救命講習会を初めて受講される方
もおり、「万が一」が起きた時に素早く行動が出来るよう、
みなさん真剣な眼差しで講習を受けており、AED操作
等を勉強するよい機会となりました。
　体育協会とスポーツ少年団では交互に1年に1度ずつ
同様の講習会を開催しております。

　2月1日（日）、町体育館を会場に第8回美し国三重市
町対抗駅伝木曽岬町代表チームの壮行会を輪中駅伝大会
の閉会式前に開催しました。
　加藤町長からの激励の言葉を受け、選手を代表して第
5区間を走るキャプテンの伊藤勇選手が『前回の記録を
少しでも上回れるよう頑張ります！』と大会出場への意
気込みを語ってくれました。また、町議会議員からは激
励品が、8区を走る平野沢子選手に手渡されました。

参加
無料

定員
850席
（先着順）

要予約
電話にてご連絡
ください

●
申
請
・
届
出
関
係

•
普
通
自
動
車
・
１
２
５
㏄
を
超
え
る
オ
ー

　

ト
バ
イ

　
　

三
重
運
輸
支
局

　
　

０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
５
５

　
　

※

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る

　
　
　

案
内
）
は
、
２４
時
間
利
用
可
能
で
す
。

　
　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録
等
手

　
　
　

続
き
の
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　
　
　

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

中
部
運
輸
局

　
　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/chubu/

•
軽
自
動
車

　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　
　

０
５
０
│
３
８
１
６
│
１
７
７
９

•
１
２
５
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　
　

住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

●
税
金
関
係

•
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
　

三
重
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　

０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
４
２

•
軽
自
動
車
税
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
オ
ー

　

ト
バ
イ
含
む
）

　

申
告
に
関
す
る
事

　
　

三
重
県
軽
自
動
車
税
等
事
務
共
同
処
理

　
　

協
議
会

　
　

０
５
９
│
２
３
４
│
７
０
７
６

　

そ
の
他
税
に
関
す
る
事

　
　

住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

早
め
の
手
続
き
　
す
ま
せ
て
、
安
心

　

自
動
車
の
検
査
登
録
制
度

　

等
は
、
車
社
会
を
支
え
る

　

ル
ー
ル
で
す

体育協会主催
“平成26年度体育協会研修会（普
通救命講習会）”を開催しました

第8回美し国三重市町対抗駅伝
木曽岬代表チーム壮行会

問合せ先 教育委員会　☎68-1617
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　2月1日（日）町内を一周する“第29回木曽岬一周輪
中駅伝大会（主催：体育協会、後援：中日新聞社）”が開
催されました。
　本大会は輪中地帯である町内の堤防沿い約15㎞を6
区間で競う駅伝大会で、今回はスポーツ少年団の部に2
チーム、中学生女子の部に3チーム、中学生男子の部に
5チーム、一般の部に12チームの全22チームで競技が
行われました。

　1月17日（土）・18日（日）の2日間において、町体育
協会主催の“第46回スキー・スノーボード教室”が鷲
ヶ岳スキー場（岐阜県郡上市）で開催されました。
　今回は31名の参加者があり、スキー・スノーボード
を初めてする子もインストラクターの先生の話を真剣に
聞き、２日間を通じてスキー・スノー
ボード技術の習得ができ、また、世代
を超えたくさんの方々と接する機会と
なり、町民同士親睦を深めるなど有意
義な教室となりました。

　晴天の中、約130名の選手が町内を激走しました。
　ゴール後には豚汁が振
舞われ、選手たちは体を
温めながら、完走の喜
びを分かち合って
いました。
　主な結果は以
下のとおりです。

第29回 木曽岬一周輪中駅伝大会が開催されました

第４６回スキー・スノーボード教室
を開催しました

●部門別総合成績
優 勝 準 優 勝 第 3 位

／0:51’50〞
／0:56’07〞
／1:04’46〞
／1:02’32〞

桑 名 市 消 防 署
バ セ バ 1 1
初 代 K U R O K I 組
木曽岬ラッキーキッズ

／0:53’38〞
／1:00’28〞
／1:11’06〞
／1:11’05〞

名古屋市立工芸高等学校
も つ な べ
チ ー ム 久 保
木 曽 岬 ミ ニ バ ス

／0:55’27〞
／1:01’48〞
／1:15’08〞

桑名市消防署 長島木曽岬分署
TEAMちゃくばらい
ソ フ ト ボ ー ル 部

チーム名／タイム
チーム名／タイム
チーム名／タイム
チーム名／タイム

一 般 の 部
中学生男子の部
中学生女子の部
スポーツ少年団の部

●部門別区間賞

氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム

一般の部

区 間

中 学 生
男子の部

中 学 生
女子の部

スポーツ
少年団の部

第１区
奈良　賢治

美し国駅伝チーム
10’26〞
三倉　秀斗

も つ な べ
11’58〞
平野　　杏

初代KUROKI組
12 ’58〞
大浦　穂高

木曽岬ラッキーキッズ
12 ’27〞

第６区
村上　智哉
栄

08’21〞
松野　慎司

バ セ バ 1 1
08 ’27〞
伊藤梨々花

初代KUROKI組
10’18〞
塚本帆乃香

木曽岬ラッキーキッズ
10 ’05〞

第５区
藤田　智博

桑 名 市 消 防 署
08’48〞
伊藤　　聖

バ セ バ 1 1
09 ’25〞
森本　麻裕

初代KUROKI組
10 ’39〞
徳永　晃佳

木曽岬ラッキーキッズ
10 ’08〞

第４区
松井　　誠

桑 名 市 消 防 署
07’46〞
村川　雷斗

バ セ バ 1 1
08 ’02〞
道浦　愛加

初代KUROKI組
09 ’24〞
伊藤　　優

木曽岬ラッキーキッズ
09 ’55〞

第３区
花井　　太

桑 名 市 消 防 署
09’32〞
森　　颯也

バ セ バ 1 1
10 ’41〞
水谷　奈央

初代KUROKI組
12 ’21〞
土屋　美乃

木曽岬ラッキーキッズ
11 ’05〞

第２区
井上　駿一

桑 名 市 消 防 署
06’36〞
大西　柊矢

バ セ バ 1 1
07 ’25〞
長谷川尚香

初代KUROKI組
09 ’06 〞
川上　汐里

木曽岬ラッキーキッズ
08 ’52〞
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木曽岬ミニバスケットボールクラブ
“第１２回会長杯争奪
ミニバスケットボール大会”出場！

　木曽岬町スポーツ少年団のミニバスケットボールクラ
ブが1月24日（土）～ 25日（日）に三重県営サンアリーナ 
（三重県）にて開催された「第12回会長杯争奪ミニバス
ケットボール大会（県大会）」に出場しました。
　県大会での結果は、残念ながら準々決勝の試合で惜し
くも負け、ベスト8に入ることは出来ませんでした。

　津田FCに所属する佐藤滉太くん（木曽岬小学校4年
生：加路戸在住）が、1月17日（土）～ 18日（日）にエコ
パスタジアム（静岡県）にて開催された「JA全農杯チビ
リンピック2015小学生8人制サッカーin東海」に出場し、
東海大会予選ブロック全4チーム中2位（2勝1敗）とい
う好成績を収めました。

　木曽川左岸堤防高潮工事の施工に伴い木曽川グラウン
ドの一部（北側野球場：1面）が使用出来なくなっており、
平成27年4月より使用出来る予定でしたが、右記のと
おり使用不可期間が延長することとなりました。ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いしま
す。

●使用不可期間（予定）
　平成26年6月9日（月）～
　平成30年3月31日（土）
　※諸事情により変更が生じる場合があります。
　※第2球場（南側）は従来通り使用出来ます。
●問合せ先　木曽岬町教育委員会　☎68-1617

　津田FCは、昨年11月に開催され
た桑員大会で優勝して12月開催の県
大会へ出場を決め、県大会でも準優
勝し東海大会の切符を手にしました。

　　　　佐藤滉太くん
　　　　「JA全農杯チビリンピック2015小学生8人制サッカー」

東海大会出場！！

木曽川グラウンド第1球場（北側）の使用不可期間が延長となりました！

臨時職員（小・中学校用務員）募集のお知らせ
木曽岬町教育委員会では、次のとおり臨時職員を募集します。

体を動かして働くことが好きな方、子どもが好きな方、健康に自信がある方、
小・中学校の用務員として働いてみませんか？

●募集人員／２名
●応募資格／成人の方（性別、年齢は問いません）
●勤務時間／月曜日から金曜日
　　　　　　午前7時45分から午後4時30分まで
●休　　日／土・日曜・祝日
　　　　　　（年末年始の休み12月29日より1月3日
　　　　　　まで）
●業務内容／学校運営・施設維持管理・学校給食の補助
●雇用期間／平成27年4月から9月まで
　　　　　　（6ヶ月毎の契約で更新）
●日　　給／ 6,500円

●そ  の  他／社会保険・雇用保険加入
●勤  務  地／木曽岬小学校（木曽岬町大字田代160番地）
　　　　　　木曽岬中学校（木曽岬町大字中和泉361番地）
●応募方法／市販の履歴書（自筆で記入、3ヶ月以内に
　　　　　　撮影した写真添付）を平成27年3月2日（月）
　　　　　　から3月20日（金）　午後5時までに木曽
　　　　　　岬町教育員会へ提出してください。
　　　　　　（郵送可）
●問合せ先／木曽岬町教育委員会　教育課　☎68-1617
　　　　　　〒498-8503　木曽岬町大字西対海地251番地
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　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町産や三重県産の
食材を使って「地物一番の日」として給食を提供してい
ます。（変更になる場合があります）

●３月12日（木）　みかん
●３月13日（金）　大根（味噌汁）

　中学校では技術科の学習として、2年生が地域の皆さんのご協力のもと、
木曽岬町の農業に関わる仕事について体験しました。11月と12月にはト
マトや観葉植物の栽培されている方を訪問し、球根を鉢に植えるなどの体
験をしました。
　また、1月には米づくりについての話を聞き、米づくりには欠かせない
道具などについて学びました。今後も
地域の皆さん・事業者の皆さんにお世話いただきながら、体験学習を充実
していきたいと思います。

　1年生が1月30日にキャリア教育の一つとして卒業
生を招き、「ようこそ先輩」というテーマで学習を行い
ました。この学習は、働くことや進路についての話を聞
くことで、自分の進路を身近な事として捉え、意識を高
めることを目的としています。
　理学療法士、保育士、調理師、看護師の4名の20代
前半の先輩から「いつ頃この仕事に就きたいと思ったか」
「この仕事のやりがいと苦労」「中学生へのメッセージ」
などについて自分の言葉で語ってくれました。
　学習を終えた生徒の感想には、「挑戦することは今の
自分にもできる
ことだから、し
たことのないこ
とにもチャレン
ジしたいと思っ
た。」「夢がある
からがんばれた
という言葉が心
に残りました。
私も自分の夢を
見つけてがんば
りたいと思いま
した。」とあり
ました。

木曽岬町ならではの農業体験をしました

キャリア教育「ようこそ先輩」の
学習をしました

木曽岬町の地物をいかした
給食の献立について

　私は木曽岬小学校と木曽岬町立北部公民館図
書室で図書スタッフとして勤務しています。
　休み時間になると小学校の図書室にはたくさ
んの児童が訪れ、思い思いに過ごしています。何
度か言葉を交わすうちに、ぽつぽつ自分の話をし
てくれることもあります。図書室は本を読むだけ
でなく、ホッと心を落ち着かせることができる空
間のようです。
　私は本が好きな子どもたちを増やしたいと思っ
ています。学習につながる本を薦めるだけでなく、
一生の宝となる本と出合えるよう様々な分野の本
を紹介しています。本が身近な存在となり、本の
楽しさを知ってほしい。そして、元気なときも、
そうでないときも、本は自分にエールを送ってく
れるということを伝えたいと考えています。私自
身、辛い時に本に支えられたことがあるからです。
　木曽岬町にこれからも本好きで心が豊かな子
どもたちが増えますように！と、図書室からいつ
も願っています。

リブネット　図書館スタッフ　吉武奈穂子

木曽岬中学校　立石　華鈴

　木曽岬町育成町民会議にて「家族の絆　一行詩」を小中学生
から募集しました。平成２６年度の入選作品を紹介します。

友達へ 「がんばれ」じゃなくて
 「がんばろう」といわれたとき
 自分は１人じゃないって思えたよ
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教育委員会の総括
　平成26年度もあと1ヶ月を残すのみとなりました。3月は幼稚園・小学校・中学校では1年間の教育活動・
学習活動について振り返りをしっかりと行う時期でもあります。教育委員会でも木曽岬町学校教育基本方針
に照らし合わせて事業の総括を行います。

木曽岬町教育委員会では学校教育基本方針を（き）（そ）（さ）（き）の4つに分けて取り組みを行っています。
平成26年度の取り組みの成果について一部を紹介します。

〈平成26年度（平成26年4月～27年2月〉の成果

①（き）基礎学力の定着、活用力の育成

•電子黒板を活用し、わかりやすく充実した授業を行うための支援をしました。
•少人数学習を充実し、きめ細やかな指導を行いました。
•学校図書館において子どもたちがいつでも本に親しめるような読書環境の充実をおこないました。

○授業の充実（ICTの効果的な活用　少人数学習の推進等）

•給食の献立に毎月、地物一番の日を設定し地産地消を推進しました。また、給食時の放送で、食材の栄養や食文化
　の歴史などについて紹介しました。
•学校栄養職員が小学校・中学校で授業を行い、食に関する子どもたちの興味・関心を高めることができました。

○食育の推進

②（そ）自他を尊重（そんちょう）し、かかわり合う豊かな人間性の育成

③（さ）心身の健康や体力を生涯にわたり支える（ささえる）力の育成

④（き）保護者や地域と協働（きょうどう）した、児童生徒の健全育成

•幼稚園では地域の皆さまにご協力いただき、いも掘りや餅つきなどの体験活動を行いました。
•小学校では野外体験活動として今年度から長野県木祖村に行くことになりました。木曽川の源流を知ることで、
　我が町に愛着をもつことにもつなげることができました。
•中学校で沖縄の修学旅行で学んだことを劇で発表しました。

○体験活動の充実

•「いじめ」や「虐待」などにおいて、関係団体（警察・北勢児童相談所など）・関係会議（CAPきそさきなど）と連携し
　て問題行動の未然防止・早期対応などに取り組みました。
•木曽岬町人権教育研究協議会や青少年育成町民会議において、子どもたちの作品（人権作文・一行詩）の優秀作品
　が表彰されました。

○関係団体等との連携

•一人ひとりに合わせた学習の機会を提供し、学習意欲の向上・基礎学力の定着に取り組みました。
　（例）土曜チャレンジスクール開催、小学校・中学校夏季学習会の開催、非常勤講師の配置

○補充学習の充実

•国の方針であるグローバル人材育成に向けて、ALT（外国語指導助手）を幼児期から配置し、国際感覚を養うとと
　もに英語に触れる機会を多く設定しました。

○国際理解教育の推進

•幼稚園では運動遊びを研修のテーマとして、運動会などで「竹馬」や「跳び箱」などを披露しました。
•小学校・中学校では全国運動能力・体力調査の結果をもとに、体育（保健体育）の授業の内容改善に取り組みました。

○体力の向上

•木曽岬町ファミリー読書週間を幼稚園・小学校・中学校で実施しました。家庭からも「よい機会になった」等の感想
　が寄せられました。

○子育て ８つの指針の啓発

•伝統文化（木曽岬音頭・小唄など）を後世に伝える取り組みを各学校で行いました。
○郷土教育の推進

•中学校では保護者対象、生徒対象に「性教育」の講演会を開催しました。
○健康教育の推進
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　1月30日（金）・31日（土）の2日間、BOAT RACE蒲郡および蒲郡市民会館（愛
知県蒲郡市）において、木曽岬町スポーツ推進委員の5名が“第62回東海四県
スポーツ推進研究大会”に参加しました。
　木曽岬町が参加した第3分科会では、「働き盛り・子育て世代に対するスポ
ーツのきっかけづくり」をテーマに講演していただき、他市町の活動内容や地
域でのスポーツ推進委員の役割等について勉強するよい機会となりました。

木曽岬町スポーツ推進委員
“第６２回東海四県スポーツ推進委員研究大会”

に参加！

　2月12日（木）、木曽岬町子ども議会が木曽岬町議会
議場において開催されました。子ども議会は、木曽岬小
学校6年生の児童を対象に開催されており、今回で9回
目を迎えます。
　町長をはじめ町役場の幹部職員も出席し、子どもたち
が、「議長」「議事録署名議員」「議員」を分担して、実
際の議会さながらに議事の進行を行いました。
　子どもたちは、教室とは異なる静粛な議場の様子には
じめは少し緊張気味でした。最初に、町長さんから行政
報告として、「防災対策」や「木曽岬干拓地」など最近
の町の様子についての報告がありました。子どもたちは
町長のほうを向き、一言ももらすまいと聴いたり、メモ
をとったりするなど、積極的に学ぶ様子が見られました。
　続いて、クラスの代表（各クラス4名）が町政に対する
一般質問を行いました。関係する課の課長さんから答弁
をいただき、その答弁に頷く姿や疑問に感じたことにつ
いて再質問する姿がありました。
　最後に、「木曽岬町子ども議会宣言」では、子どもた
ちから「残された小学校生活を有意義に過ごすためにみ

んなで仲良く過ごすこと」や「中学校生活に向けた抱負」
などが宣言されました。
　この貴重な体験をもとに、子どもたちが「木曽岬町」
や「行政の仕事」に興味や関心を持ち、「木曽岬町の輝
く未来を支える担い手」として大きく育っていってほし
いと願っています。

木曽岬町子ども議会が開催されました

「ボール遊びができる公園づくりについて」
「木曽岬町のユニーク条例を作ることについて」
「通学路への街灯設置について」
「町の女性対策について」

「高齢化に伴う財政対策について」
「給食のメニュー改善について」
「少子化対策について」
「トイレの改修について」

【質問項目】

6A

6B
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ミーポ君

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

22日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやドッジボール、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

22日（日）　午後1時～ 4時

北部公
民館

北部公
民館

北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しています。
今月は下記のとおりです。皆さんぜひ読みにきてください！

●少女は卒業しない
朝井 リョウ

●きょうのできごと、十年後
柴崎 友香

●お別れの音
青山 七恵

●春、戻る
瀬尾 まいこ

卒業、別れの本
主 な 図 書

●みんなともだち
村上 康成

●卒業の歌　～ぼくたちの挑戦
本多 有明

●卒業
重松 清

●もう、さよならは言わない
榊 邦彦

●おおきな木
シェル・シルヴァスタイン

●新着 ６さいのきみへ
佐竹 三保

●ズッコケ三人組の卒業式
那須 正幹

●新着 さよならようちえん
さこ ももみ

卒園、卒業に読みたい本
主な児童図書

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

町内1月の交通事故
●件数／18件（18件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（1人）

（　　）…平成27年累計

春休みや新学期における少年の非行・犯罪被害防止と
有害環境の浄化活動にご協力を！
～少年の非行・犯罪被害防止について～

～少年を取り巻く有害環境の浄化～

「少年を非行や犯罪被害から守るポイント」について3点お伝えします

警察では、少年補導員や地域のみなさんのご協力を得て、次のことを行っています。

今後とも、将来を担う少年たちが健やかに育つよう、
少年を取り巻く有害環境の浄化にご協力をお願いします。

● 家庭で日頃から、何でも気軽に話し合える雰囲気づくりを心がけること
子どもとコミュニケーションを図り、子どもの話をじっくりと聞き、年令に応じた子どもの心を理解するように
努めることが大切です。

● 街頭における補導活動
● 深夜営業店に対する利用者の年令制限と深夜における少年の入店禁止措置の徹底要請
● インターネットカフェに対する、フィルタリングを付加した端末の導入要請
● 有害図書類や酒・たばこの小売販売業者に対する販売時の年令確認や商品の陳列方法についての指導

● 子どもの生活に感心をもつこと
非行に走る少年は言葉遣い、服装、持ち物などに変化が見られたり、深夜の外出や無断外泊をすることがありま
す。気になることがあったら、一方的に責めたりせず「どうしたの？」などと理由を聞いてみて、タイミング良
く、助言や指導をすることが大切です。

● インターネット上の有害な情報から子どもを守ること
インターネット上には、子どもに見せることが好ましくない、有害情報や犯罪情報が多く、注意が必要です。こ
うした情報から子どもを守るために、使用する際のルールを各家庭で作るほか、フィルタリングを的確に設定し
て、有害な情報に触れる機会を少なくしましょう。

★ 万引きは犯罪です。 ★ 少年の家出は大変危険です。
★ 危険ドラッグは、絶対に使用しない。 ★ 子どもたちを非行・犯罪被害から守りましょう。
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　認知は脳の病気によるもので、誰にも起こる可能性があります。
　65歳以上の約5％、85歳以上では25％（4人に1人）にその症状があるといわれています。
　認知症の前段階である、軽度認知障がい（MCI）も注目されています。治る認知症もあり、早くからきづき
受診することが必要です。

２月９日に開催された、

認知症になる前に、もの忘れが同年代よりも多くなった軽度認知障
害（MCI）の段階があり、この軽度認知障害や発症初期の段階で予防
することが、認知症の進行を遅くするために重要です。

認知症の症状

１、記憶障害
　　「隣の部屋にさがしものに行ったら、何をさ
　　がしに来たのかどうしても思いだせない。」
　　など、今、何をしようとしたのかわからなく
　　なることです。このようなことがしばしば起
　　こります。
２、時間の見当識障害
　　日付や曜日がわからなくなることです。何か
　　のイベントを思い出そうとしたときも、どの
　　くらい前のことなのかわからなくなるなどが
　　しばしば起こります。
３、性格変化
　　疑い深くなったり、怒りっぽくなったりしま
　　す。
　　これは、記憶障害などから自分に自信なくな
　　ったり、ちゃんと対応できない自分にいらだ
　　ったり不安を感じるためと解釈されます。
４、話の理解困難
　　「もし○○なら△△だけど、□□なら××だ
　　よ。」といった少し複雑な話の理解が難しく
　　なります。
　　つじつまを合わせようとして作り話をしたり、
　　とんちんかんな応答をすることがあります。
５、意欲の低下
　　長年の趣味をやめたいなど、何十年も続けて、
　　生きがいを感じていたことを、やめてしまう
　　のは、危険な兆候です。うつ病と間違えやす
　　い症状です。

軽度認知障害の徴候

認知症予防教室についてお知らせします。

講 師
むらせシニア

メンタルクリニック
院長

村瀬澄夫氏

軽度認知障害は、本人にもの忘れが増えた自覚があったり、実際に
年齢に比較して記憶力が低下していますが、健康な状態です。しか
し、いくつも重なったり、しばしば起こると要注意。特に意欲の低
下が現れ持続する場合は、主治医または、保健師（☎68-6119）に
相談してください。

軽度認知障害（MCI）の徴候を知って早めに対処を

認知症予防のための生活習慣のポイント

散歩やジョギング、自転車などの有酸素運動が適しています。
2日に一度、20分～60分程度おこないましょう。

ポイント1 適度な運動…散歩などで、積極的に体を動かし
ましょう

食事のポイント

ポイント3 健康的な食事…青背の魚や緑黄色野菜を食べる
機会をふやしましょう

•青背の魚を食べる（アジ、サバ、イワシ、サケなど）
•緑黄色野菜をたくさんとる（小松菜、ブロッコリー、
　ニンジン、ホウレンソウなど）
•よく噛んで食べる（よく噛むことで、脳の血流を増
　やし、脳の刺激になります。）
•水分補給を忘れずに（脱水症状になると脳の血流も
　減り、脳の血管がつまりやすくなります。こまめな
　水分補給を心がけましょう。）

家族、友人との楽しい会話は、脳を活性化します。
いろいろな人との会話を楽しみましょう。

楽しい会話ポイント2

糖尿病、高血圧、高脂血症などの予防に努めましょう。
年に1回の特定健康診断を受けよう。
現在、治療中の方は、きちんと薬を飲みましょう。

生活習慣病の予防ポイント4

•日記をつける、調理や食事を楽しむ
•新聞や本などを読む、カラオケや園芸など趣味を楽
　しむ
•囲碁、将棋、マージャンなどのゲームを楽しむ
•散歩や公民館講座、AZクラブのイベントに参加する
•旅行など計画から楽しむ
•自分史を書く
など、自分の楽しみをみつけましょう。

脳を鍛える活動にとりくみましょうポイント5
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

すこやか指導室
■日　　時／３月19日㈭
　　　　　　午前9時30分～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成26年8・9月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

歯っぴい指導室
■日　　時／３月19日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成26年5・6月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

健 診

1歳半健診・3歳児健診
■日　　時／４月2日㈭
　　　　　　午後1時15分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳半健診
　　　　　　平成25年9・10月生の幼児
　　　　　　3歳児健診
　　　　　　平成23年9・10月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票
※3歳児は尿をご持参ください。

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

教 室 ・ 相 談

カウンセリング （予約制）
■日　　程／３月26日㈭、4月2日㈭、
　　　　　　４月9日㈭
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

育児相談 （予約制）
■日　　時／３月13日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時
■場　　所／保健センター
■対　　象／乳幼児、保護者
■持  ち  物／母子健康手帳
■内　　容／身体計測、育児・栄養などの
　　　　　　個別相談
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

3月前半の行事日程
■3月9日㈪ 音楽療法
※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

母乳相談・母乳マッサージ
■日　　時／３月13日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時30分
■場　　所／保健センター
　　　　　　希望により自宅へ訪問
■対　　象／妊娠中の方から卒乳を考えて
　　　　　　いる方
■持  ち  物／母子健康手帳
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

すくすくひろば
■日　　時／３月12日㈭、4月9日㈭
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■集合時間／午前10時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳6ヶ月から（全8回）
■持  ち  物／出席カード（2回目から）

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

3月13日㈮、16日㈪午後
土・日曜日および祝日

3月の子育てサロンのお休み

大人のカウンセリング（予約制）
■日　　程／３月16日㈪、3月18日㈬
■時　　間／午後4時～ 5時
■場　　所／保健センター
■内　　容／カウンセリング
※ご希望の方は、保健師（☎68-6119）まで
　ご連絡ください。

集団フッ素塗布
■日　　時／４月2日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成24年11月・12月、
　　　　　　平成25年3・4・8・11・12月
　　　　　　生の幼児）
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票、
　　　　　　自己負担金500円

3月個別予防接種
ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～
四種混合／三種混合／不活化ポリオ
■対　象／生後3ヶ月～
BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに
MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

水痘
■対　象／生後12～ 36ヶ月までに
　26年度経過措置：生後36～60ヶ月までに

日本脳炎
■対　象／ 3歳～
二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生
※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にお勧めしていません。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

3月1日㈰～3月7日㈯は
『こども予防接種週間』

です。

※入園、入学前に必要な予防接種を受
　けていますか？
　母子手帳を確認しましょう。
※未接種のものがあれば早めに受ける
　ようにしましょう。
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●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

毎月第１・第３水曜日
4日・18日

毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 22日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

月カレンダー3
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106
産業建設課 68-6105

夜間・休日電話 68-8111
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

3月の納付
●固定資産税（3/2納期限） ……………………… 第４期分
●国民健康保険料（3/31納期限） ……………… 第６期分
●後期高齢者医療保険料（3/2納期限） ………… 第８期分
　　　　　　　　　　　（3/31納期限） ……… 第９期分
●介護保険料（3/31納期限） …………………… 第６期分
●水道料金・下水道使用料（3/2納期限） ………… Ａ地区
　　　　　　　　　　　　（3/31納期限） ……… Ｂ地区
●幼稚園授業料（3/16納期限） …………………… ３月分
●保育園保育料（3/27納期限） …………………… ３月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

2 ㊊•延長役場 役場・住民課・税務課 午後8時まで 収納・証明業務

6 ㊊•延長役場 役場・住民課・税務課 午後8時まで 収納・証明業務

4 ㊌•第1回定例会（初日）予定 議場 午前9時～

16㊊•第1回定例会（一般質問）予定 議場 午前9時～

18㊌•第1回定例会（最終日）予定 議場 午前9時～

21土•伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2015
役場前駐車場
福祉・教育センター
ふるさと創生ホール

午前9時～午後3時

8 日•日曜役場 役場・住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

22日•日曜役場 役場・住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

6 ㊎•中学校卒業式

24㊋•幼稚園・保育園卒園式

25㊌•幼・保・小・中学校修了式

26㊍•幼・小・中学校修了式

19㊍•北勢地域若者サポートステーション出張相談in木曽岬 福祉・教育センター 午前10時～正午
•小学校卒業式

4月カレンダー

春分の日




